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自
然
事
象
と
の
対
話 

児
童
相
互
の
対
話 

学
級
全
体
で
の
対
話 

ＳＣ科と生活科の目指

すものは それぞれ 

どう考えればよいか。 

子供たちはできた色水の美しさに感動し

ていた。児童の色の表現は様々なので実

物をもとにしたり、電子黒板を活用した

りして共有できたのではないか。 

１０回揉んだ色水とた

くさん揉んだ色水を比

べたり、つぶした花に

着目して考えさせたり

することもできたので

はないか。 

よく揉ん

で花びら

を細かく

しよう。 

花びらのかけらが

入っているぞ。 

汁が水に  

溶けてきた。 花ひらが粉々にな

ってまざるのかな。 

赤紫のアサガオの

色水は、やっぱり 

赤紫だね。 

たくさん揉ん

だら赤ワイン

のような色に

なったよ。 

花によって色水の色が

違いました。今度は他の

花でやりたいです。 

たくさん揉めば揉むほど

色が濃くなりました。   

たくさん揉んだ色水の方

が、花びらのかけらが水の

中にありました。 

 

どの色水も花びらと同じ

ような色になるね。 
１０回揉んだ色水よ

りたくさん揉んだ色

水の方が濃いね。 


